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岡山大学、

東京大学など

16大学が選択

19大学の一つ

NEXT‥‥　最先端研究、学生、卒業生を紹介

扉研究の をひらく。
研究特区「グローバル最先端
異分野融合研究機構」による
さらなる研究力強化！  

研究分野の注目ニュース 

岡山大学では、本学が強みを持つ研究分野とともに、異分野融合研究
を推進することにより、研究の量、質ともに世界レベルまで高めるため、
2014 年に研究特区「グローバル最先端異分野融合研究機構（Ｇ研究
機構）」を設置。強みである「物理学」「基礎生命科学」分野の拠点
研究コアとして、「宇宙極限量子研究コア」「エネルギー環境新素材研
究コア」「生体光エネルギー変換研究コア」を置き、重点的な経営資
源投入や教員配置を行ってきました。また、幅広い分野の重点研究コ
ア５つを、サテライト拠点研究コアとして設置し、大学の特色ある研究
力の強化を行っています。

５つの研究ユニット（大気環境ストレス、
土壌環境ストレス、環境生物ストレス、
遺伝資源、ゲノム育種）を置き、国内
外の研究者と連携し、劣悪環境でも生
育可能な作物の創出に向けた基礎研究
を推進しています。2009 年に文部科学
省から「植物遺伝資源・ストレス科学
研究」の共同利用・共同研究拠点に
認定。所内に保有する最先端共通研
究機器の有効利用のため、大学内外
の研究者との共同研究において簡便に
利用できる体制を整えており、敷地内
に宿泊施設を設置し、共同研究の推進
を支援する環境も充実しています。1914

（大正３）年に大原美術館の創立など
で知られる大原孫三郎氏によって設立
され、100 年を超える歴史があります。

▼世界トップの大学と並ぶ
　卓越した教育研究を推進
2016 年からの６年間、国立大学の機能強化の方向性に応
じた取り組みをきめ細かく支援するために文部科学省が設
けた３つの枠組みのうち、「主として、卓越した成果を創出
している海外大学と伍して、全学的に世界で卓越した教育
研究、社会実装を推進する取り組みを第３期の機能強化の
中核とする国立大学」を選択しました。

▼文部科学省の
　「研究大学強化促進事業」の
　支援対象機関に選出
世界水準の研究力を持つ大学・機関を強化することで、日
本の研究競争力の向上を図る「研究大学強化促進事業」
の支援対象として2013 年に選ばれました。

▼論文の被引用数で、
　伸び率が国内の大学で第２位に
文部科学省科学技術 ・学術政策研究所（NISTEP）の報
告資料「研究論文に着目した日本の大学べンチマーキング
2015」において、2009 ～ 2013 年と1999 ～ 2003 年とを比
較した論文の被引用数（Top10％補正論文数）の増加が
114％で、伸び率が国内の大学で第２位になりました。

▼日本の研究機関ランキングで全国第4位に
トムソン・ロイター社が 2016 年４月に発表した「インパク
トの高い論文数分析による日本の研究機関ランキング」に
おいて日本の大学の中で第 10 位にランクイン。自然科学
全体で、2005 ～ 2015 年の高被引用論文数（被引用数がトッ
プ1％の論文）は183 本であり、総論文数における高被引
用論文数の割合（1.2％）では、全国第４位となっています。

惑星物質基礎科学部門、惑星システ
ム科学部門、生命・流体物質科学部
門の３つの研究部門が設置され、惑
星物質科学研究に一貫して取り組んで
います。2016 年４月に、地球物質科
学研究センターを改組。引き続き、共
同利用・共同研究拠点としての役割も
担いつつ、国際的な研究交流を主導
し、実践することにより新たな研究の
方向性を切り拓きます。小惑星探査
機「はやぶさ２」が 2020 年に地球に
持ち帰る予定の試料解析などで協力体
制を強めることを狙いに、同月、国立
研究開発法人宇宙航空研究開発機構

（JAXA）宇宙科学研究所と連携協
定を締結しました。

物理学と基礎生命科学の研究発展と、
それを融合した新たな研究分野の創出
を目指して 2016 年４月に設立。世界
トップレベルの大学・研究所との国際
共同研究の推進によって物理学・生命
科学分野において世界トップ 100 位入
りを目指します。「量子宇宙」「光合成・
構造生物学」「超伝導・機能材料」の
３つの研究コアがあり、レーザー分光
学を使ったニュートリノ物理学の研究、
光合成の構造と機能の解明、人工的
な光合成システムの創製、高温超伝
導材料や次世代エレクトロニクスに向
けた新機能材料の開発、理論化学的
アプローチによるエネルギー貯蔵物質
の研究などがテーマです。

研究特区の設置や戦略的な教員配置、研究マネジメント人材ＵＲＡ※の
雇用を行い、岡山大学の研究活動の加速や国際共同研究の推進を進め
ています。あわせて、産学連携や社会連携、研究広報の活性化などの
支援強化や共同実験施設「自然生命科学研究支援センター」の環境
整備と専門人材の増強など、大学全体の研究環境の改革にも取り組ん
でいます。

※URA…�大学において研究戦略の立案や研究者とともに研究活動の企画、研究成果
の活用促進などを総合的にマネジメントする高度専門人材のこと。ユニバー
シティ・リサーチ・アドミニストレーターの略。

研究の量、質ともに世界レベルの大学を目指している
岡山大学は、文部科学省の「研究大学強化促進事業」
に選定されるなど、「リサーチ・ユニバーシティ（研
究大学）：岡山大学」として高い研究力を有しています。
岡山大学の「研究」にフォーカスを当てた今号では、
研究体制をはじめ、注目の最先端研究や学生、研究
を生かして社会で活躍する卒業生などを紹介します。

資源植物科学研究所 惑星物質研究所 異分野基礎科学研究所

どんな取り組みをするのか

研究特区「グローバル最先端異分野融合
研究機構」とは

▼文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援（Top Global University Project）」採択

▼文部科学省「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」採択

▼厚生労働省「臨床研究品質確保体制整備事業」採択…中国・四国地区唯一

OMIC
研究コア

地球物質科学
研究コア

宇宙極限量子
研究コア

研究特区「グローバル最先端異分野融合研究機構」
機構長：理事（研究担当）

外国人研究者共同研究部門
異分野融合先端研究コア（拠点型教員研究拠点）

エネルギー環境
新素材研究コア

拠点研究コア

サテライト拠点研究コア

生体光エネルギー
変換研究コア

埋蔵文化財
研究コア

腸管感染症
研究コア

酸化鉄
研究コア etc.
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光合成のメカニズム解明につながる
成果を岡山から発信

“世界中でここにしかない ”
解析システムで世界をリード

▲図１：�光化学系Ⅱ（PSⅡ）の全体構造。19
個のタンパク質からなる複合体２つ
が左右対称につながっている。黄色
の丸の部分に、水分解反応において
実際に触媒の働きを担うMn₄CaO₅ク
ラスターが１つずつある。

◀図２：��「ゆがんだ椅子」のような形をしてい
るMn₄CaO₅クラスターの構造。紫色
はマンガン（Mn）、黄色はカルシウム
（Ca）、赤は酸素（O）原子。1961 年生まれ。専門は生化学。中国浙江農業大学農学部卒業、東京大学大学院理学系研

究科博士課程修了。理化学研究所研究員、岡山大学理学部教授、大学院自然科学研究科
教授などを経て現職。異分野基礎科学研究所副所長も務める。

1955 年生まれ。専門は地球・宇宙化学。カナダトロント大学大学院地学科博士課程修了。
同大学リサーチ・ティーチング助手、オーストラリア国立大学特別大学院生、フランス
パリ第 6、7 大学地球物理学研究所研究員などを経て、岡山大学地球内部研究センター
助手に着任。地球物質科学研究センター教授・センター長を歴任し、現職。

扉研究の をひらく。

異分野基礎科学研究所 沈　建�仁　教授惑星物質研究所 中村　栄三　所長・教授
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「ゆがんだ椅子」の発見で
世界が注目するトップランナーに 惑星にあるものは全て研究対象 

　

藻
類
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植
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中
に
あ
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光
化
学
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（
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S
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１
）
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
複
合

体
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、
光
合
成
に
お
い
て
「
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
水
を
酸
素
、
水
素
イ
オ
ン
と
電
子
に
分

解
す
る
水
分
解
反
応
」
を
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。
し
か

し
、
水
に
溶
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く
、
膜
に
包
ま
れ
、
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大

な
19
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タ
ン
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ク
質
か
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な
る
複
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な
構
造

か
ら
、
解
析
の
た
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に
必
要
な
良
質
の
結
晶
を

作
成
す
る
の
は
困
難
で
、
２
０
０
年
に
わ
た
る

光
合
成
研
究
に
お
い
て
、
P
S
Ⅱ
に
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る
水
分

解
反
応
の
仕
組
み
の
解
明
は
最
大
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と
目
さ

れ
て
い
た
。

　

P
S
Ⅱ
の
構
造
を
解
明
す
る
た
め
、
そ
の
結

晶
化
に
１
９
９
０
年
か
ら
取
り
組
む
の
が
、
異

分
野
基
礎
科
学
研
究
所
の
沈
建
仁
教
授
。
結
晶

化
の
た
め
に
必
要
な
サ
ン
プ
ル
づ
く
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
高
品
質
の
結
晶
の
抽
出
に
向
け
一

途
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
難
し
さ
か
ら

多
く
の
研
究
者
が
敬
遠
し
た
り
、
途
中
で
断
念

し
た
り
し
て
き
た
課
題
だ
っ
た
が
、
沈
教
授
が

１
９
９
５
年
、
い
っ
た
ん
結
晶
化
に
成
功
す
る

と
、
よ
り
高
品
質
の
も
の
を
と
世
界
的
な
競
争

が
激
化
。
海
外
勢
が
引
っ
張
る
展
開
の
中
、
沈

教
授
は
２
０
０
９
年
、
0
・
19
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
１
）
と
い
う
世
界
最
高

の
解
像
度
で
解
析
可
能
な
高
品
質
の
結
晶
を
得

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
結
晶
が

で
き
た
こ
と
で
、
P
S
Ⅱ
の
詳
細
な
解
析
が
可

能
と
な
り
、
水
分
解
反
応
の
触
媒
と
し
て
働
い

て
い
る
原
子
や
そ
の
位
置
関
係
な
ど
も
判
明
。

２
０
１
１
年
、
学
術
雑
誌
『N

ature

』
で
成
果

を
発
表
し
た
。
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５
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る
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小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
２
０
１
０

年
に
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら
持
ち
帰
っ
た

微
粒
子
を
分
析
し
た
実
績
を
持
つ
惑
星
物
質
研

究
所
（
旧
地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
鳥

取
県
三
朝
町
）。
微
粒
子
表
面
に
直
径
1
0
0

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
極
小
ク
レ
ー
タ
ー
を
多

数
発
見
す
る
な
ど
、
世
界
屈
指
の
物
質
分
析
技

術
を
有
す
る
研
究
所
だ
。

　

そ
の
最
大
の
特
長
は
、「
施
設
全
体
が
一
つ

の
解
析
シ
ス
テ
ム
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
光
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顕
微
鏡
や
質
量
分
析
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
最

先
端
機
器
が
揃
い
、
１
つ
の
サ
ン
プ
ル
に
対
し

て
、
複
数
の
研
究
者
が
物
質
の
構
造
や
質
量
な

ど
を
多
角
的
に
調
べ
て
解
析
す
る
。「
20
年
以

上
か
け
て
構
築
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
が
強
み
。

こ
の
研
究
所
だ
け
で
地
球
・
宇
宙
化
学
で
重
要

な
ほ
ぼ
全
て
の
デ
ー
タ
を
系
統
的
に
出
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
所
長
の
中
村
栄
三
教
授
は
自
信

を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
分
析
は
「
人
類
の
誰
も

知
ら
な
い
こ
と
を
解
き
明
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
」

と
胸
が
高
鳴
っ
た
。
小
惑
星
は
惑
星
や
衛
星
に

ま
で
成
長
で
き
ず
に
進
化
を
止
め
た
天
体
で
あ

り
、
太
陽
系
の
形
成
初
期
や
、
物
質
進
化
の
情

報
を
記
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
隕
石
を
用
い
た
小
惑
星
の
分
析
は
行
わ

れ
て
き
た
が
、
隕
石
は
大
気
圏
突
入
時
の
大
気

摩
擦
で
表
面
の
情
報
が
失
わ
れ
、
小
惑
星
の
表

面
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
だ
っ
た
。
イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
は
、

表
面
の
情
報
を
含
め
、
宇
宙
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
残
し
て
い
た

と
い
う
。
岡
山
大
学
に
届
い
た
の
は
わ
ず
か
５

粒
子
、
大
き
さ
も
40
～
１
１
０
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
1
）
と
非

常
に
小
さ
か
っ
た
が
、
中
村
教
授
ら
は
ご
く
微

ラ
ス
タ
ー
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
構
造
が
「
ゆ

が
ん
だ
椅
子
」
の
よ
う
な
独
特
の
形
に
な
っ
て

い
る
（
図
２
）
こ
と
も
、
世
界
の
研
究
者
を
驚

か
せ
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、『N

ature

』
と

並
ん
で
世
界
で
最
も
権
威
あ
る
学
術
誌
の
一
つ

『Science

』
の
「
２
０
１
１
年
の
科
学
10
大
成

果
」
に
選
定
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

中
国
で
の
学
生
時
代
に
は
、
環
境
汚
染
の
植

物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
沈
教
授
。
社
会
的
問
題
で
あ
っ
た
公
害
を

克
服
し
、
環
境
対
策
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
日
本

に
移
り
研
究
を
進
め
る
う
ち
、
環
境
汚
染
の
植

物
へ
の
影
響
の
中
で
も
特
に
光
合
成
へ
の
影
響

に
対
象
を
絞
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

後
、
ま
だ
全
容
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
光
合
成

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
追
究
し
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
P
S
Ⅱ
の
構
造

解
明
に
つ
な
が
る
高
品
質
の
結
晶
化
に
成
功
す

る
ま
で
約
20
年
。
そ
の
間
、
諦
め
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
が
、「
一
番
面
白
い
と

思
っ
た
し
、
ほ
か
に
興
味
も
移
ら
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
条
件
を
微
妙
に
変
え
て
は
結
晶

の
抽
出
を
繰
り
返
す
と
い
う
地
道
な
研
究
を
続

け
、
偉
大
な
成
果
を
生
み
出
し
た
。　

　

難
し
い
研
究
課
題
ほ
ど
実
験
に
も
時
間
が
か

か
り
、
無
駄
や
失
敗
も
た
く
さ
ん
生
じ
る
。
そ

れ
で
も
、
そ
れ
だ
け
時
間
を
か
け
る
価
値
は
あ

り
、「
努
力
を
続
け
れ
ば
い
ず
れ
報
わ
れ
る
」
と

穏
や
か
な
が
ら
も
力
強
く
語
る
沈
教
授
。
現
在

は
、「M

n
4 CaO

5

ク
ラ
ス
タ
ー
が
触
媒
と
し
て

働
く
際
、
ど
の
よ
う
に
状
態
変
化
し
て
い
く
か
」

と
い
う
水
分
解
反
応
に
残
さ
れ
た
最
後
の
謎
に

挑
む
。
す
で
に
解
明
の
た
め
の
道
筋
は
見
え
て

い
る
よ
う
で
、光
合
成
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
再
び
世
界
を
う
な
ら
せ
る
日
は
き
っ
と
近
い
。

量
の
試
料
か
ら
で
も
解
析
で
き
る
よ
う
研
究
を

重
ね
て
い
た
こ
と
で
、
極
小
ク
レ
ー
タ
ー
の
発

見
に
つ
な
が
っ
た
。

　
“
こ
こ
に
し
か
な
い
”
解
析
シ
ス
テ
ム
に
世

界
も
注
目
。
宇
宙
関
連
に
と
ど
ま
ら
ず
他
分

野
に
も
応
用
で
き
る
た
め
、
ト
ル
コ
の
遺
跡
で

出
土
し
た
鉄
の
塊
な
ど
、
世
界
中
か
ら
幅
広
い

サ
ン
プ
ル
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
２
０
１
3
年
に

は
ロ
シ
ア
南
部
に
落
下
し
た
隕
石
を
分
析
。
大

気
圏
突
入
前
の
隕
石
の
大
き
さ
は
約
20
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
は
約
１
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
、
専
門

家
に
は
“
い
た
っ
て
普
通
”
の
隕
石
と
み
な
さ

れ
て
い
た
が
、「
多
角
的
に
分
析
す
れ
ば
太
陽

系
の
歴
史
を
探
る
大
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
考
え
た
中
村
教
授
。
隕
石
の
起
源
や
落

下
原
因
、
鉱
物
成
分
や
年
代
の
特
定
を
進
め
た

結
果
、
イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
と
鉱
物
組
成
な
ど

が
似
て
お
り
、
同
じ
天
体
に
含
ま
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　

惑
星
物
質
の
研
究
は
、
宇
宙
、
地
球
、
生
命

な
ど
惑
星
に
あ
る
も
の
全
て
が
分
析
対
象
と
い

う
。
今
年
４
月
に
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科
学
研
究
所
と
連
携

協
定
を
締
結
し
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
が
２
０
２
０
年
に
持
ち
帰
る
予
定
の
試
料

解
析
な
ど
で
協
力
体
制
を
強
化
。「
ご
く
微
量

の
試
料
か
ら
で
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を

引
き
出
せ
る
よ
う
、
生
命
の
起
源
物
質
を
想
定

し
た
有
機
物
を
含
む
隕
石
模
擬
試
料
を
使
っ
た

試
験
的
な
分
析
な
ど
を
重
ね
て
い
く
」。
あ
ら

ゆ
る
物
質
の
解
析
技
術
を
“
武
器
”
に
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
。

研究室訪問
岡山大学が誇る！注目の最先端研究

�探査機「はやぶさ」が回収した小惑星「イトカワ」の微粒子表
面に記録されたナノメートルサイズのクレーター。宇宙空間では
20ナノメートル前後の超微粒子が、秒速数十キロメートル以上
の高速で飛び回っていることがわかる。� ▼
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大学院医歯薬学総合研究科

大学院自然科学研究科 内田　哲也�准教授

松尾　俊彦�准教授（写真右）

TERASAWA　Takafumi 

M AT S U O 　 T o s h i h i k o

U C H I D A 　 T e t s u y a

医工連携で、新方式の人工網膜を開発 

寺澤　孝文　教授

　

視
力
低
下
や
視
野
の
狭
ま
り
な
ど
目
の
網

膜
に
異
常
を
き
た
し
た
患
者
の
治
療
に
用
い
る

「
人
工
網
膜
」。
実
用
化
に
向
け
た
最
先
端
研
究

に
医
工
連
携
で
取
り
組
む
の
が
、
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科
の
松
尾
俊
彦
准
教
授
と
大
学

院
自
然
科
学
研
究
科
の
内
田
哲
也
准
教
授
だ
。

“
岡
山
大
学
方
式
”
と
い
わ
れ
る
同
大
独
自
の

新
た
な
人
工
網
膜
「O

U
ReP

TM

（
オ
ー
レ
ッ

プ
）」
を
開
発
。
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
法
に

基
づ
く
医
師
主
導
治
験
を
岡
山
大
学
病
院
で
実

施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

人
工
網
膜
は
、
網
膜
色
素
変
性
な
ど
視
細
胞

（
光
を
電
気
信
号
に
換
え
る
細
胞
）
が
死
滅
し

た
網
膜
に
代
わ
り
、
神
経
細
胞
を
電
気
で
刺
激

し
、
光
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
。

先
に
実
用
化
さ
れ
て
い
た
「
人
工
内
耳
」
の
後

を
追
う
よ
う
に
、
１
９
９
０
年
ご
ろ
か
ら
世
界

で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
般
的
に
は
、

ア
メ
リ
カ
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
電
極
を
用
い

た
人
工
網
膜
が
あ
り
、
60
個
の
電
極
が
集
積
し

た
チ
ッ
プ
を
網
膜
に
埋
め
込
み
、
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
映
像
を
電
気
信
号
に
変
換
。
電
極
に
電

気
を
流
し
、
網
膜
の
神
経
細
胞
を
刺
激
す
る
。

光
の
明
暗
を
判
別
で
き
る
程
度
だ
が
、
視
力
を

失
っ
た
患
者
に
と
っ
て
は“
希
望
の
光
”と
な
っ

て
い
た
。

　

眼
科
学
を
専
門
と
し
、
人
工
網
膜
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
た
松
尾
准
教
授
は
２
０
０
０

年
、
解
像
度
の
ア
ッ
プ
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
電
極
の
数
で
解
像
度
が
決
ま
る

ア
メ
リ
カ
方
式
で
は
、
チ
ッ
プ
中
の
電
極
を
大

幅
に
増
や
す
こ
と
が
難
し
く
、
解
像
度
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
時
、
出
合
っ
た

の
が
あ
る
企
業
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
『
光
に
反
応
す
る
色
素
（
光
電
変
換
色
素
）』

の
特
集
だ
っ
た
。
光
電
変
換
色
素
は
光
を
受
け

る
と
電
位
差
を
発
生
す
る
色
素
で
、
視
細
胞
が

光
を
受
け
て
電
位
を
発
生
す
る
仕
組
み
と
よ
く

似
て
い
た
。「
色
素
を
網
膜
に
高
密
度
に
配
置
で

き
れ
ば
、
高
い
解
像
度
で
よ
く
見
え
る
“
新
方

式
の
人
工
網
膜
”
が
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」。
岡
山
大
学
方
式
の
研
究
が
幕
を
開
け
た
。

　

先
行
例
の
な
い
研
究
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
。

人
工
網
膜
と
し
て
色
素
を
利
用
す
る
に
は
薄
い

シ
ー
ト
に
色
素
を
固
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
方
法
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見

当
が
つ
か
な
い
。
松
尾
准
教
授
は「
一
人
で
や
っ

て
難
し
い
こ
と
は
い
ろ
ん
な
人
に
聞
い
て
み
る

し
か
な
い
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
に
接
触
。

そ
の
過
程
で
、
高
分
子
材
料
学
を
専
門
と
す
る

内
田
准
教
授
と
の
医
工
連
携
に
つ
な
が
っ
た
。

　

色
素
を
固
定
し
た
の
は
、
レ
ジ
袋
に
も
使
わ

れ
て
い
る
化
学
品
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
」。
人
工

関
節
の
材
料
に
も
用
い
ら
れ
、
生
体
内
で
も
安

定
し
た
物
質
と
し
て
実
績
も
あ
っ
た
。
岡
山
大

学
方
式
の
人
工
網
膜
開
発
で
は
、
色
素
と
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
結
合
さ
せ
、
さ
ら
に
高

密
度
化
を
実
現
。
生
体
内
で
も
異
物
反
応
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
表
面
性
状
の
改
良
を
重
ね
、
色

素
結
合
薄
膜
型
の
人
工
網
膜
「O

U
ReP

TM

」

に
辿
り
着
い
た
。
一
番
の
強
み
は
、
理
論
上
、

１
個
の
神
経
細
胞
を10

7

～10
8

個
の
色
素

で
刺
激
し
、
高
解
像
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
外
部
電
源
も
不
要
で
、
高
い
光
応
答
性

を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
実
用
化
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
「
実
用
化
の
先
に
あ
る
患
者
さ
ん
の
顔
を
常

に
思
い
浮
か
べ
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
治
験
の
実
施
を
目
指
す
」
と

両
准
教
授
。
16
年
間
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た

研
究
も
最
終
段
階
。
患
者
た
ち
に
よ
り
鮮
明
な

“
光
”
を
届
け
ら
れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
。

光を失った患者に、
新たな “光 ”を届ける

大学院教育学研究科

・色素分子サイズの高分解能
・高い光応答性
・外部電力必要なしでシンプル
・大量生産可能で安価
・自由なサイズで使用でき手術もシンプル

人工網膜「OURePTM（オーレップ）」
岡山大学が開発した色素結合薄膜型の人工網膜

※網膜色素変性症
　�網膜の視細胞に異常が発生する遺伝性の難病。視細胞が徐々に死んでいく
ために見えにくくなる症状が確実に進む。治療法は見つかっていない。
　・厚生労働省指定の難病（希少疾患）、遺伝性疾患
　・患者数：国内約 30,000 人／完全失明者：約 10,000 人

新型 eラーニングと
教育ビッグデータで実力を可視化

学習方法に新しい風！ 

　

記
憶
に
残
り
や
す
い
学
習
法
と
は
―
。
学
問

を
志
す
多
く
の
人
が
知
り
た
い
難
問
だ
。
大
学

院
教
育
学
研
究
科
の
寺
澤
孝
文
教
授
は
、
記
憶

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
や
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

解
析
を
通
じ
て
、
効
率
的
に
記
憶
す
る
学
習
法

の
開
発
、
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
何
度
も
書
い
た
り
唱
え
た

り
し
て
必
死
で
覚
え
た
漢
字
や
英
単
語
。
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
記
憶
に
は
、
一
夜
漬
け
で
覚
え
た
知
識

な
ど
の
「
顕
在
記
憶
」
と
、
思
い
出
そ
う
と
し

な
く
て
も
よ
み
が
え
る
「
潜
在
記
憶
」
が
あ
り
、

学
習
で
は
後
者
が
重
要
と
な
る
。
寺
澤
教
授
は
、

知
識
が
ど
の
よ
う
に
潜
在
記
憶
と
し
て
定
着
す

る
か
に
つ
い
て
、
驚
く
よ
う
な
事
実
を
実
験
的

に
見
い
だ
し
た
。

　

そ
の
実
験
と
は
、
不
規
則
な
電
子
音
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
講
義
で
学
生
に
聴
か
せ
、
数
カ
月
後

に
別
の
似
た
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
も

う
一
度
聴
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
大
多
数
の

学
生
が
最
初
に
聴
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
も
の
。
寺
澤
教
授
は

「
覚
え
よ
う
と
し
な
く
て
も
、
一
度
触
れ
た
情

報
は
無
意
識
に
長
期
間
記
憶
し
て
い
る
。
少
し

の
学
習
で
あ
っ
て
も
そ
の
効
果
は
過
小
評
価
で

き
な
い
」
と
考
察
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
寺
澤
教
授
が
開
発
し
た
の

が
、「
マ
イ
ク
ロ
ス
テ
ッ
プ
法
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー

リ
ン
グ
法
）」。
単
語
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
学

習
と
テ
ス
ト
を
受
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
長
期
に

わ
た
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
（
計
画
）
す
る

方
法
だ
。
英
単
語
や
漢
字
を
「
短
期
集
中
で
覚

え
よ
う
と
す
る
」
従
来
の
学
習
法
と
は
違
い
、

「
ま
ば
ら
に
見
流
す
よ
う
な
」
学
習
で
、
非
常

に
効
率
的
に
潜
在
記
憶
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を

実
現
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
を
用
い
た
英
単
語

の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
※
で
は
、
英
単
語
と
日
本
語

の
意
味
と
と
も
に
、「
良
い
」「
も
う
少
し
」「
だ

め
」「
全
く
だ
め
」
の
４
つ
の
選
択
肢
が
並
ぶ
。

そ
の
単
語
の
意
味
の
習
得
度
に
よ
っ
て
子
ど
も

た
ち
は
選
択
肢
を
選
ぶ
だ
け
だ
が
、
そ
れ
を
長

い
期
間
に
ま
ば
ら
に
繰
り
返
す
こ
と
が
単
語
を

覚
え
る
上
で
効
果
的
と
い
う
。
単
語
が
記
憶
に

定
着
し
て
い
く
様
子
は
グ
ラ
フ
化
し
て
子
ど
も

た
ち
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。
単
語
ご
と
に
学
習

と
テ
ス
ト
の
間
隔
も
全
て
制
御
さ
れ
て
い
る
た

め
、「
日
々
の
学
習
の
積
み
重
ね
の
成
果
が
個

別
に
目
に
見
え
る
形
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
も
確
実
に
上

が
っ
て
い
る
」
と
寺
澤
教
授
は
力
を
込
め
る
。

　

従
来
の
テ
ス
ト
で
は
、
一
夜
漬
け
の
効
果
も

成
績
に
表
れ
る
た
め
、
知
識
が
実
力
（
潜
在
記

憶
）
レ
ベ
ル
で
ど
れ
だ
け
定
着
し
て
い
る
か
は

測
定
で
き
な
か
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
ス
テ
ッ
プ
法

で
は
、
各
問
題
が
、
学
習
か
ら
ど
の
く
ら
い
の

間
隔
を
空
け
て
テ
ス
ト
さ
れ
る
の
か
な
ど
の
条

件
が
年
単
位
で
整
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
夜

漬
け
の
効
果
は
排
除
さ
れ
、
日
々
の
学
習
の
積

み
重
ね
を
実
力
レ
ベ
ル
と
し
て
可
視
化
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
新
技
術
は
、
多
く
の
実
証
実
験
を
経
て

２
０
１
４
年
に
岡
山
県
赤
磐
市
の
小
学
校
で
導

入
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
が
高
ま
る
と
い

う
一
定
の
成
果
も
出
し
て
お
り
、
最
近
で
は
全

国
の
小
中
学
校
や
高
校
、
企
業
か
ら
も
声
が
掛

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学

習
意
欲
向
上
に
む
け
て
、
教
育
に
新
し
い
風
が

吹
き
始
め
た
。

　
　
　
※
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
… 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受
講

で
き
る
学
習

高校生 A 高校生 B

高校生 C

・どの学習者も成績は上昇する
・�３週間の学習で上昇する英単語力
を個別に可視化（３名の高校生の
データ）

1961 年生まれ。専門は眼科学。岡山大学大学院医学研究科修了。カナダブリティッシュ
コロンビア大学研究員、岡山大学医学部附属病院医員、同講師などを経て現職。

1969 年生まれ。専門は高分子材料学。岡山大学大学院工学研究科修士課程修了。同大
学工学部助手、大学院自然科学研究科講師などを経て現職。

1964年生まれ。専門は認知心理学、教育工学。筑波大学大学院博士課程心理学研究科修了。
通商産業省工業技術院生命工学工業技術研究所 COE 特別研究員、筑波大学心理学系助
手、岡山大学教育学部講師、同助教授などを経て現職。次世代育成支援室長も務める。

網膜色素変性正　　常

視細胞死滅

マイクロステップ法による３週間の学習成果
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扉研究の をひらく。
学生インタビュー

岡山大学で育つ！研究者の “たまご ”たち
日本学術振興会の特別研究員に選ばれた

岡大生の中から、４人を紹介

呉　　揚　
大学院社会文化科学研究科
宮崎 和人 研究室　　　　水戸川 和正　

大学院自然科学研究科
佐藤 あやの 研究室　　上杉 英里　

異分野基礎科学研究所
久保園 芳博 研究室　

特別研究員制度は、日本トップクラスの優れた若手研究者に対して、
研究に専念する機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度。

日
本
語
研
究
で
「
育
志
賞
」
を
受
賞

動
物
の
四
肢
再
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
へ

電
気
を
通
さ
な
い
物
質
で
の「
超
伝
導
」を
目
指
し
て

酸
性
土
壌
で
の
農
作
物
の
生
産
性
向
上
に
む
け
て

　中国出身で大学院社会文化科学研究科博士後期課程 3 年
の呉揚さんの研究テーマは、日本語の “ 動詞 ”。「する、した、
している、していた」など、時間的な意味によって動詞の
形が変化する日本語の動詞だが、母語の中国語には、その
ような仕組みがなく、「日本語ではこれらの形をどのよう
に使い分けてコミュニケーションをするのだろうか」と興
味を惹かれたのが、研究に取り組むきっかけとなった。
　もともとは、中国の理工系大学に入学した呉さん。しか
し、振り分けられた学科は「日本語学科」。希望とのあま
りの違いに愕然とした。「外国語は苦手で、大嫌いだった。
できることなら母国語のみで生活していければと思ってい
たくらい」と苦笑いで振り返る。だが、日本語を知れば知
るほどもっと学びたいという気持ちは強まり、大学を卒業
する頃には、その面白さにすっかりと魅了された。理工系
の大学で言語学を専門とする先生が少なかったことから、
2011 年 10 月、岡山大学の大学院へ進学した。
　動詞の形の変化を通して時間的な意味を表すのは日本語
だけではない。子どもの頃、英語の動詞が時間を厳格に表
し分けることを不思議に思っていた。心の中で眠り続けて
いた疑問は、日本語を学んだことで、再び表面化し、さら
に深化させている。今年の３月には岡山大学で研究した「状
態・存在・特性・関係を表す動詞についての記述的研究」
が評価され、独立行政法人日本学術振興会の「日本学術振
興会育志賞※」を岡山大学で初めて受賞した。
　先行研究を分析していて分からなかったことが、最近で
は自分の研究を通じて少しずつ分かるようになってきたと
いう。「言語の研究はその言語を使っている人間そのもの
の研究だと思う」と呉さん。言語の構造を理解することは、
その国の歴史や文化、住んでいる人々のものの見方や思考
法などを知ることにもつながると考えている。「日本語は
もちろん、今後はアジア圏の他
の言語も研究したい」。日本語
研究で培ったプロセスを生かし、
さまざまな言語にアプローチを
広げていく。

※ 日本学術振興会育志賞…天皇陛下が平
成 21 年の御即位 20 年にあたり、若手
の研究者を支援、奨励するため日本学術
振興会に贈られた下賜金を元に創設。人
文学、社会科学及び自然科学の全分野
において、学業成績が優秀であり、豊か
な人間性を備え、意欲的かつ主体的に勉
学及び研究活動に取り組んでいる大学院
生を顕彰するもの。

　手や足を失っても、再生できる動物とできない動物がい
る。この違いは何か。大学院自然科学研究科博士後期課程
２年の水戸川和正さんは、再生メカニズムの解明に向けた
研究※ 1 を進めている。
　ウーパールーパーやイモリは、四肢を失っても再生でき
る。一方、ヒトは再生することができない。また、オタマ
ジャクシは再生できるが、成長してカエルに変態すると中
途半端な再生しかできない。水戸川さんは「再生の仕組み
を突き止め、さらに再生できない動物への応用を考えてい
る」と力を込める。
　中学や高校生の頃、アニメのキャラクターが再生するの
を見て、生物や再生能力に興味を持った。転機となったの
は岡山大学工学部２年の時。学内のポスターでウーパールー
パーの足がもう一本生えた写真を見て驚いたという。その
研究をする教員に思い切ってメールで連絡。このメールを
きっかけに、学部生のころから研究室に通うようになった。
　目下のテーマは、なぜカエルに変態すると再生能力が低
下するのか。ウーパールーパーもカエルも、四肢を切断す
ると、断面の周りの細胞が脱分化※ 2 し、先端に「再生芽」
と呼ばれる膨らみがでてくる。ウーパールーパーは再生芽
により手や足が再生されていく一方、カエルは不完全な状
態にしか再生されない。水戸川さんは、カエルは変態する
と脱分化能力が著しく低下するという仮説を立て、さまざ
まな角度から答えを探っている。
　研究室には熱い思いを持った同級生や後輩たちが揃って
いるといい、夕方、一緒に飲食店で何気ない会話をしてい
ても、最後は研究の話に行き着くこともしばしば。そのま
ま研究室に戻り、皆で朝まで議論することもあるそうだ。
そんな環境で研究を進めたこともあり、2015 年 12 月には、
日本分子生物学会年会・日本生化学会大会合同大会で「若
手優秀発表賞」を受賞した。
　すでにいくつかの新しい発見
をしているという水戸川さん。「そ
ういうことだったのか！と研究者
に思ってもらえればうれしい」と
論文執筆を進める。「再生できる
動物が存在するからには、なぜ
できるのかをとことん突き詰めて
いきたい」。再生メカニズムの解
明に、興味が尽きることはない。

※  1…異分野融合先端研究コアの佐藤伸
准教授との共同研究

※  2 脱分化…細胞が組織特有の分化状態
を失って未分化の状態に戻ること

　物質の温度を極めて低くすると電気抵抗がゼロになる「超
伝導」の研究に取り組む大学院自然科学研究科博士後期課
程３年の上杉英里さん。超伝導状態ではエネルギー損失が
なく、多くの電気を送れる次世代送電線などの開発につな
がるため世界各地で研究が進められている。銅や金など電
気をよく通す「導体」、ゴムなど電気を通さない「絶縁体」、
中間に位置する「半導体」とさまざまな物質がある中、上
杉さんが目指すのは、絶縁体や半導体での実現だ。
　電気を通さない物質の場合、まずは電気を通す状態にす
る必要がある。ゲートを設けて電子の流れを制御する「電
界効果トランジスタ」の構造を用いて、物質の界面に電子
を蓄積させて電気が流れる環境をつくった上で、電気抵抗
を測定。温度や電圧の強さなど微妙に条件を変えながら地
道な実験を重ね、電気抵抗がゼロになるときを探っている。
想定通りにせよ予想外にせよ、得られたデータについて、
研究室の教員やメンバーと一緒に議論する時間も研究の醍
醐味だという。
　高校時代や大学入学当初から、現在の研究を志していた
わけではない。岡山大学理学部地球科学科で学んでいた頃、
さまざまな分野の話に興味が湧き、「もっといろんなことに
挑戦したい」との思いを強くした。より幅広い専門知識を
身につけ、細分化された学問分野を横断的に学べる理学部
の「複合領域科学コース」を思い切って選択したことが、
今につながる大きなきっかけとなった。３年次から理学部
化学科の内容も並行して学ぶ一方、留学したり、学芸員の
資格を取得したりもした。大学での講義や課題を含め多く
の経験を重ねる中、「肉眼で見ることができない電子の動き
をとらえる面白さに惹かれた」と上杉さん。現在の研究を
選択し、大学院への進学を決めた。
　幼い頃は受け身で慎重な性格だったというが、さまざま
なチャレンジが自信につながり

「何事も経験」と前向きに考えら
れるようになった。選択と挑戦
の繰り返しでステップアップして
きた現在の道。最近、大きな目
標としてきた超伝導状態創出に
一定の成果が現れてきたようで

「データを集めている真っ最中。
学術誌で発表できるようしっか
り論文にまとめたい」と表情を引
き締める。

　なぜ酸性土壌で植物は育ちにくいのか。大学院環境生命
科学研究科博士後期課程３年の苅谷耕輝さんは、酸性土壌
において根の生育を阻害するアルミニウム（Al）イオンと
植物の成長の関係性を研究している。酸性土壌は耕作可能
な土地の約 30％に上るといわれ、世界的な人口増加が進
む中、この土地での農作物の生産性向上は重要な課題とな
る。中和剤による土壌改良は資金や時間的にも難しく、酸
性土壌で植物を育てるための糸口を探っている。
　植物は、Al イオンが根に吸着すると細胞伸長が阻害され
て育たず、細胞死を引き起こすことは知られているが、そ
の分子機構は解明されておらず謎のままだ。苅谷さんは Al
イオンによる細胞死の誘発メカニズムを突き止めようと、
細胞内にある植物特有の「液胞」に着目。液胞に目を向け
たのは「植物特有の液胞が細胞死のメカニズムに関係する
のはおもしろい」と考えたからだ。
　液胞には細胞死の実行因子の一つである「液胞プロセッ
シング酵素（VPE）」が存在する。細胞が観察しやすいタ
バコ培養細胞と植物体を用いた解析で、これまでに Al イ
オンにより VPE 遺伝子の発現量が上昇し細胞死に至るこ
とを確認。VPE 遺伝子の発現を阻害した場合など、細胞死
と VPE 遺伝子の関係についてさらに深掘りを進める。
　酸性土壌への耐性をもともと備えた品種もある。例えば、
同じ作物でも収穫量や味が劣る一方、酸性土壌でも育つ強
い品種がある。苅谷さんが目指すのは、酸性土壌でもしっ
かりと育つおいしい作物だ。
　苅谷さんの研究意欲を駆り立てるのは、広島の大学に
通っていた頃に出会った農家の人たち。大学1年生のとき、
農業ボランティアサークルで一緒に農作業を行い、「農家
の方々のお手伝いというより、畑の作り方や田植え、収穫
など、農業についてのいろはを一から教えていただいた」
と振り返る。今でも年に数回は
広島へ行き、農家の方々や後輩
たちと一緒に活動するという。
　「酸性土壌に強い上、おいしく
て収量も多い作物を開発できれ
ば、世界の農業の発展に貢献で
きる。農業を教えてくれた方た
ちへの恩返しのためにも力を尽
くしたい」。大きな夢を胸に、日
夜研究に励む。

特別研究員とは…

苅谷 耕輝　
資源植物科学研究所　　
植物成長制御グループ　
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News & Topics

所 在 地：�岡山市北区京橋
事業内容：�化学品製造販売及び商社活動
�
水硫化ソーダ・硫化ソーダなどの無機硫黄化合物
を製造する水硫化事業部門、化学品の商社活動を
行う商品物流部門を中心とする化学品メーカー兼
商社。1931年創業、57年設立。

■ナガオ株式会社
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M
arch

April
M
ay

３
日　

�

国
立
六
大
学
国
際
連
携
機
構
が
オ
ラ
ン

ダ
の
政
府
系
独
立
機
関EP-Nuffi

c

と
の

包
括
協
定
を
締
結

　

�８
〜
11�

日　

地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

が
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「M

ISASA Ⅵ

」

を
開
催

　

�18
日　

�

定
例
記
者
発
表（
３
月
）開
催

　
　
　
　

�

　
　
　

�

平
成
27
年
度「
学
生
文
化
奨
励
賞・学
生

ス
ポ
ー
ツ
賞
」授
与
式
を
挙
行

　

�20
日　

 

個
別
学
力
検
査
等
後
期
日
程
の
合
格
者

を
発
表

　
　
　
　

�

　
　
　

 

津
山
中
央
病
院
と

共
同
で
運
用
す
る

「
が
ん
陽
子
線
治
療

セ
ン
タ
ー
」の
開
設

記
念
式
典
を
挙
行

　

�22
日　

 

長
瀬
産
業
株
式
会
社
と
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術
研
究
の

振
興
と
研
究
成
果
の
社
会
活
用
の
推
進

を
図
る
こ
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を
目
的
と
す
る
連
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協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
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�24
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平
成
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年
度
学
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記
等
授
与
式
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行

　

�

１
日　

�

本
学
の
強
み
で
あ

る
物
理
学
と
基
礎

生
命
科
学
の
研
究

基
盤
を
強
化
す
る

た
め
、「
異
分
野
基

礎
科
学
研
究
所
」

を
設
立

　
　
　
　

�

　
　
　

 

旧
地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活

動
を
国
際
共
同
研
究
教
育
拠
点
と
し
て

一
層
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、同
セ
ン
タ
ー

を
国
際
共
同
研
究
拠
点「
惑
星
物
質
研

究
所
」へ
と
改
組

　
　
　
　

�

　
　
　

 

岡
山
県
内
の
産
官
学
民
が
連
携
し
て
地

域
の
課
題
解
決
に
あ
た
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
お
か
や
ま
地
域
発
展
協
議
体
」
を
創
設

　
　
　
　

�

　

　
　
　

�

全
学
部
で
、60
分
授
業・
４
学
期
制
を
導

入

　

�２
日　

�

平
成
28
年
度
岡
山
大
学
入
学
式
、大
学

院
入
学
式
を
挙
行

　

�８
日　

�

惑
星
物
質
研
究
所
が
国
立
研
究
開

発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）宇
宙
科
学
研
究
所
と
連

携
協
定
を
締
結

　

�20
日　

�「
平
成
28
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部

科
学
大
臣
表
彰
」の
表
彰
式
が
文
部
科

学
省
で
挙
行
さ
れ
、大
学
院
保
健
学
研

究
科
の
山
岡
聖
典
教
授
が
科
学
技
術
賞

理
解
増
進
部
門
、異
分
野
基
礎
科
学
研

究
所
の
菅
倫
寛
助
教
、大
学
院
医
歯
薬

学
総
合
研
究
科（
薬
）の
須
藤
雄
気
教
授

が
若
手
科
学
者
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

　

�21
日　

 

定
例
記
者
発
表（
４
月
）開
催

　

�

11
日　

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
友
好
国
会
議
員
団
の

７
人
が
、同
国
の
人
材
育
成
支
援
を
要

請
す
る
た
め
、医
療
分
野
に
お
い
て
長
年

に
わ
た
り
支
援
の
実
績
が
あ
る
本
学
を

訪
問

　

�11
〜
13 

日　

ア
ジ
ア
最
大
の
バ
イ
オ
展
／
国

際
会
議「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル

ド
2
0
1
6（
第
13
回
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
）」が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
、医
療
、創
薬
、生
命
医
用
工
学

な
ど
８
件
の
最
先
端
研
究
成
果
を
出
展

　

�13
日　

 

G
７
倉
敷
教
育
大
臣
会

合
に
出
席
す
る
カ
ナ
ダ

連
邦
政
府
の
メ
ア
リ
ー

ア
ン・ミ
ハ
イ
チ
ャ
ッ
ク
雇

用・
労
働
力
開
発・
労
働

大
臣
ら
が
来
学
。荒
木
勝

理
事・
副
学
長（
社
会
貢

献・
国
際
担
当
）ら
と
会

談
し
、異
分
野
基
礎
科
学

研
究
所
を
視
察

　

�16
日　

 

文
部
科
学
省
の
小
松
弥
生
研
究
振
興
局

長
ら
6
人
が
本
学
を
訪
問
し
、意
見
交

換
を
実
施

　

�22
日　

 「
岡
山
大
学
名
誉
教
授
称

号
授
与
式
」を
挙
行

　

�23
日　

 

研
究
推
進
産
学
官
連

携
機
構
が
、企
業
が

目
指
す
新
事
業
と
知

的
財
産
に
つ
い
て
考

え
る「
岡
山
大
学
知
財

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
第
1
回
」を
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
開
催

　

�27
日　

 

定
例
記
者
発
表（
５
月
）開
催

　

�

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
（
薬
）
山
下
敦
子

教
授
、
理
化
学
研
究
所
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
口

の
中
で
味
物
質
の
セ
ン
サ
ー
と
し
て
働
く
味
覚
受
容

体
タ
ン
パ
ク
質
の
細
胞
外
領
域
が
、
味
物
質
を
結
合

す
る
こ
と
で
構
造
変
化
す
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か

に
し
た
。
英
国
の
科
学
雑
誌
「Scientific�Reports

」

に
掲
載
。�

（
５
月
臨
時
発
表
）

　

�■
岡
山
大
学
と
東
京
工
業
大
学
の
両
大
学
発
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
「s-m

uscle

」
が
４
月
１
日
に
誕
生
し
、

空
気
圧
で
動
作
す
る
細
径
人
工
筋
肉
の
販
売
を
開
始

す
る
。
外
径
が
２
〜
５m

m

と
従
来
の
人
工
筋
肉
に
比

べ
て
は
る
か
に
細
く
し
な
や
か
な
た
め
、
こ
れ
を
筋

繊
維
と
し
て
編
み
込
む
こ
と
で
、
軽
く
、
柔
ら
か
く

着
心
地
の
よ
い
介
護
福
祉
用
サ
ポ
ー
ト
ス
ー
ツ
や
コ

ル
セ
ッ
ト
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。
岡
山
大
学
大
学

院
自
然
科
学
研
究
科
の
脇
元
修
一
准
教
授
、
東
京
工

業
大
学
工
学
院
の
鈴
森
康
一
教
授
ら
が
中
心
と
な
っ

て
研
究
開
発
を
実
施
。�

（
５
月
臨
時
発
表
）

　

�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
佐
藤
和
広
教
授
、
農
研

機
構
ら
の
国
際
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
オ
オ
ム
ギ

の
発
芽
を
一
定
期
間
休
止
さ
せ
る
主
要
な
種
子
休
眠

性
遺
伝
子
「Qsd1

（
キ
ュ
ー
エ
ス
デ
ィ
ー
ワ
ン
）」

の
配
列
を
特
定
。Qsd1

が
種
子
の
胚
の
中
で
特
異

的
に
作
用
し
、
植
物
種
子
の
休
眠
性
で
は
報
告
の
な

い
ア
ラ
ニ
ン
ア
ミ
ノ
酸
転
移
酵
素
を
制
御
す
る
こ
と

で
、
休
眠
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
を
世
界
で

初
め
て
突
き
止
め
た
。
英
国
の
科
学
雑
誌
「Nature�

Com
m
unications

」
電
子
版
に
掲
載
。

�

（
５
月
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
竹
内
秀
明
准
教
授
、

基
礎
生
物
学
研
究
所
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
メ
ダ

カ
の
三
角
関
係
（
オ
ス
、
オ
ス
、
メ
ス
）
に
お
い
て
、

オ
ス
は
配
偶
者
防
衛
行
動
（
ラ
イ
バ
ル
オ
ス
と
メ
ス

と
の
間
の
位
置
を
キ
ー
プ
し
、
両
者
の
接
近
を
防
ぐ
）

に
よ
り
、
メ
ス
が
ラ
イ
バ
ル
オ
ス
を
記
憶
す
る
こ
と

を
妨
害
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
動
物
学
専
門
誌

「Frontiers�in�Zoology

」
に
掲
載
。

�

（
６
月
臨
時
発
表
）

　

�

　

無
機
硫
黄
化
合
物
の
水
硫
化
ソ
ー
ダ
と
硫
化

ソ
ー
ダ
で
国
内
シ
ェ
ア
７
割
を
占
め
る
最
大
手

の
ナ
ガ
オ
株
式
会
社
。
代
表
取
締
役
社
長
を
務

め
る
の
は
、
岡
山
大
学
O
B
の
長
尾
聡
一
郎
さ
ん

だ
。

　

長
尾
さ
ん
は
環
境
理
工
学
部
と
大
学
院
自

然
科
学
研
究
科
で
計
６
年
間
学
ん
だ
。
学
部
４

年
次
か
ら
ゼ
オ
ラ
イ
ト
な
ど
の
無
機
化
合
物
の

合
成
と
光
触
媒
性
能
の
評
価
の
研
究
に
取
り
組

む
中
、
何
か
を
発
見
し
た
り
、
創
り
出
し
た
り

し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
、
大
学
院
に
進
学
。

光
触
媒
を
使
っ
て
水
か
ら
水
素
を
取
り
出
す
こ

と
を
最
終
目
標
に
掲
げ
、
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
研
究
漬
け
の
日
々
を
送
っ
た
。

　

大
学
・
大
学
院
で
の
研
究
生
活
で
身
に
つ
け

た
「
自
分
で
考
え
る
力
」
が
、
今
に
大
き
く
生

き
て
い
る
と
振
り
返
る
。「
デ
ー
タ
や
結
果
を
鵜

呑
み
せ
ず
に
多
面
的
に
得
た
情
報
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
本
当
に
正
し
い
か
を
検
証
す
る
心
構
え

を
学
ん
だ
」
と
長
尾
さ
ん
。
社
長
と
し
て
会
社

の
経
営
全
般
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
時
間
の

許
す
限
り
生
産
や
営
業
の
現
場
へ
と
足
を
運
ぶ
。

「
机
に
い
る
だ
け
で
は
現
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
分
か
り
づ
ら
い
。
最
も
状
況
を
知
っ
て
い

る
第
一
線
の
社
員
か
ら
も
直
接
見
聞
き
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
語
る
。

　

幼
少
期
か
ら
科
学
に
興
味
津
々
で
、
小
学
４

年
生
の
こ
ろ
の
夢
は
「
科
学
者
」。
実
家
に
は
科

学
系
の
雑
誌
や
図
鑑
な
ど
が
あ
り
、
写
真
や
図

な
ど
に
見
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
特
に
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
観
測
施
設

「
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」
の
写
真
。「
こ
ん
な
す
ご
い
装

置
で
宇
宙
を
調
べ
て
い
る
の
か
」
と
胸
を
と
き
め

か
せ
た
。

　

硫
化
ソ
ー
ダ
は
、
自
動
車
部
品
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
医
薬
品
の
基

礎
原
料
と
な
り
、
電
池
材
料
や
農
薬
の
原
料
と

し
て
も
使
わ
れ
る
な
ど
幅
広
い
用
途
を
持
つ
。
一

方
、
腐
食
性
が
高
く
、
不
純
物
の
鉄
分
を
含
む
。

取
引
先
か
ら
鉄
分
の
含
有
量
を
減
ら
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
を
受
け
、
２
０
１
５
年
末
、
従
来

品
よ
り
も
鉄
分
を
約
20
分
の
１
に
減
ら
し
た
新

製
品
を
開
発
。
こ
の
開
発
途
中
に
入
社
し
、
原

料
の
厳
格
な
選
定
、
生
産
設
備
の
構
造
、
材
質

の
見
直
し
な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
こ
と
も
あ

り
、
製
品
へ
の
思
い
入
れ
は
ひ
と
し
お
だ
。

　
「
鉄
分
を
大
幅
に
減
ら
し
た
こ
と
で
、
高
い
絶

縁
性
が
求
め
ら
れ
る
電
子
材
料
や
、
透
明
性
が

必
要
な
眼
鏡
用
の
光
学
レ
ン
ズ
材
料
と
い
っ
た

分
野
か
ら
の
需
要
増
が
期
待
で
き
る
」
と
強
調
。

今
後
も
顧
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
を
進

め
、
知
名
度
の
さ
ら
な
る
向
上
と
国
内
外
で
の

販
路
拡
大
に
力
を
注
ぐ
。

ナガオ株式会社　代表取締役社長
岡山大学環境理工学部環境物質工学科卒業・大学院自然科学研究科修士課程修了

無機硫黄化合物を強みに
高付加価値の製品づくり

長尾　聡一郎�氏

扉研究の をひらく。
卒業生紹介

岡山大学での研究を生かし、社会で活躍する卒業生

▲�学部生の頃の長尾さん（後列右から２人目）。卒業式
当日に研究室メンバーと

▲︎�ナガオ株式会社で扱う主力製品。新たに開発
した硫化ソーダ（左から３つ目）は、従来品
よりも鉄分を約 20 分の１に減らしたことで、
さまざまな分野からの需要増が期待できる。
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広
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報
戦

略
室

　
〒

700‒8530　
岡

山
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よ
り

良
い

広
報

誌
を

作
成

す
る

た
め

に
、み

な
さ

ま
か

ら
の

ご
意

見・ご
要

望
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

取
り

上
げ

て
ほ

し
い

話
題

、質
問

し
た

い
こ

と
な

ど
、何

で
も

結
構

で
す

の
で

、右
記

連
絡

先
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
岡

山
大

学
広

報
誌

ロングセラー　　
「岡大きびだんご」▼

岡山大学公式フェイスブックが、
おかげさまで３０００いいね！を

突破しました。

本当にありがとうございます！

岡山大学公式 Facebook では、岡山大学の
ニュースやイベント、研究成果を発信しています。
さらに、キャンパス風景や学生取材班による楽し
い記事で、大学の魅力をお届けしています。

商品に関するお問い合わせは
岡山大学生活協同組合ピーチショップ��☎ 086-251-7204��まで

学生企画チーム「岡プロ！」が制作

　
「『
い
ー
ち
ょ
』
の
こ
と
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
ち
ょ
」
︱
。
岡
山
大
学
全
学
教
育
・
学

生
支
援
機
構
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

公
認
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
ー
ち
ょ
」

の
グ
ッ
ズ
が
続
々
登
場
し
て
い
る
。
制
作
す

る
の
は
、
岡
山
大
学
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
取
り

組
む
学
生
企
画
チ
ー
ム
「
岡
プ
ロ
！
」
だ
。

　

第
３
弾
と
な
る
最
新
作
は
、「
い
ー
ち
ょ
」

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
。
岡
山
県
産
の
マ
ス
カ
ッ
ト

と
白
桃
の
ジ
ャ
ム
を
使
用
し
た
ミ
ッ
ク
ス
フ

ル
ー
ツ
味
で
、
レ
モ
ン
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
も
プ

ラ
ス
し
「
恋
す
る
乙
女
味
」
と
名
付
け
た
。

岡
山
駅
構
内
に
加
え
て
岡
山
大
学
生
協

ピ
ー
チ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
販
売
し
て
お
り
、
１

箱
18
粒
入
り
２
０
０
円
。
学
生
で
考
案
し

た
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
は
、
イ
ラ

ス
ト
調
の「
い
ー
ち
ょ
」が
か
わ
い
ら
し
い
。

　

岡
プ
ロ
！
は
こ
れ
ま
で
に
も
、「
い
ー

ち
ょ
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
む
け
て
、

グ
ッ
ズ
を
手
掛
け
て
き
た
。
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
（
１
２
９
円
）
や
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ

と
コ
ラ
ボ
し
た
ハ
ン
カ
チ
（
６
４
８

円
）
を
含
め
、
岡
山
大
学
生
協
で
の

み
こ
の
３
点
全
て
が
揃
う
。

　
「
い
ー
ち
ょ
」
は
、
岡
山
大
学
の
い

ち
ょ
う
並
木
か
ら
大
学
の
み
ん
な
を
見

守
る�

“
お
守
り
鳥
”
。
頭
と
足
に
は
、

い
ち
ょ
う
の
葉
が
あ
し
ら
わ
れ
て
お
り
、

岡
山
名
物
の
白
桃
と
岡
山
大
学
の
シ
ン

ボ
ル
・
い
ち
ょ
う
並
木
を
連
想
さ
せ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

　

開
発
メ
ン
バ
ー
は
「『
い
ー
ち
ょ
』
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
と
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
。
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
ひ
い
て
は
岡
山
大
学
を
好
き
に

な
っ
た
り
身
近
に
感
じ
た
り
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。
勉
強
や
お
出
か
け
の
お
と
も
に

ぜ
ひ
い
か
が
！？

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
岡
プ
ロ
！
が
開

発
し
た
商
品
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
い

え
ば
「
岡
大
き
び
だ
ん
ご
」（
15
個

入
り
６
０
０
円
）。
発
売
以
来
、
年

２
、０
０
０
箱
の
ペ
ー
ス
で
売
れ
続
け

て
い
る
。
出
張
や
帰
省
な
ど
の
手
み
や

げ
に
す
れ
ば
、注
目
間
違
い
な
し
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
表
面
は
岡
山
大
学
附
属
図
書

館
の
時
計
台
と
桃
太
郎
た
ち
を
あ
し

ら
い
、
裏
面
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

や
豆
知
識
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

岡
プ
ロ
！
の
代
表
を
務
め
る
法
学
部

３
年
秦
雄
大
さ
ん
は
「
岡
大
生
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い

る
商
品
を
通
し
て
、

学
生
の
思
い
や
パ

ワ
ー
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
」
と
力

を
込
め
る
。
岡
プ

ロ
！
の
今
後
の
活

躍
に
も
期
待
大
だ
。

の新グッズお目見え！いーちょ

岡山大学公式 Facebook� Okayama�University

岡山大学の入試情報をGETしよう！
❶ LINE の「友だち追加」から
　  右記の QR コードを読み取って登録！

❷ LINE の「友だち追加」から
　　　ID 検索をして登録！
　　　ID 名　＠ okadai-ac

受験生や保護者の皆様、岡山大学のLINE＠を
ご存じですか？
入試情報や試験日程などに関する情報を余すこ
となくお届けしています。ぜひご登録いただき、
入試情報をGETしてくださいね。

◀︎ハローキティのコラボハンカチ

◀︎最新作のキャラメル


